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親を呼ぶ、食事をねだる、コソコソ隠れんぼ、でも気になる・・・

巣立ち雛はもうすっかり親鳥と同じくらいに成長して見分けがつかないほ

どです。彼らの仕草を見ていると愛くるしさを感じるとともに、人間と共

通している点も多いことに気づきます。

旅立つときももうすぐ。また元気に、ここに帰っておいで。

巣立ち、そして旅立ち…
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【エゾリンドウ】

リンドウ科　蝦夷竜胆

湿原内の所々で見られま

す。数が少なく、毎年咲い

てくれるかどうかハラハラ

します。シカに食べられな

いよう祈るばかりです。

50

40

30

20

10

C10

C20

60 70

7080

100

90

120

110

140

130

150

ヨシ・スゲ湿原

ハンノキ林

ミズゴケ湿原

丘陵地

鶴居軌道跡

○コース案内
外回り：約３．１ｋｍ（木道部分２．０ｋｍ、軌道跡部分１．１ｋｍ）
中回り：約２．０ｋｍ（木道部分１．４ｋｍ、軌道跡部分０．６ｋｍ）
小回り：約０．５ｋｍ（木道部分０．３ｋｍ、軌道跡部分０．２ｋｍ）
※２０ｍおきに木道の縁に番号札が付いています。

VC

☆☆☆温根内ビジターセンター　探勝木道周辺の自然情報☆☆☆

○表紙の写真 上：アオジの幼鳥と親鳥　中右：オオジュリンの幼鳥　中左：ノビタキの幼鳥　下：ベニマシコの幼鳥

温根内探勝木道地図

【ハンゴンソウ】

キク科　反魂草

鶴居軌道沿いなどで、時に

群落を作ります。お盆の頃

に咲き始めることから、魂

を呼び戻すという意味でこ

の名前がついたそうです。

【ミドリシジミ】

シジミチョウ科　緑蜆

今年はセリ科の花に集まる

姿が多く見られました。翅

を開くと美しい緑色をして

いますが、見られるチャン

スはなかなか訪れません。

【ウメバチソウ】

ニシキギ科　梅鉢草

湿原に咲く最後の花です。

もし木道の近くに手頃な花

が咲いていたら、近寄って

じっくりと観察してみてくだ

さい。

【コガネギク】

キク科　黄金菊

ミズゴケ湿原に咲く最後の

花がこの花。ミズゴケ湿原

テラスから双眼鏡を使う

と、点々と花を咲かせてい

るのがわかります。

【エゾトリカブト】

キンポウゲ科　蝦夷鳥兜

これも秋を代表する花。最

近、とある漫画のブームで

トリカブト = 猛毒、という

イメージが今の子供たちに

も浸透しているようです。

ビジターセンター

ノゴマ

ビンズイ

ノスリ

ハンゴンソウ

コガネギク

ハシブトガラ

エゾトリカブト

ガマ（果穂）

エゾリンドウ

ウメバチソウ

オオジュリン

ミドリシジミ

～温根内探勝木道周辺の自然～

ツリフネソウ（実）

コサメビタキ
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※旬の自然情報についてはお気軽にスタッフまでお尋ねください。

※温根内木道周辺の植物を折ったり持ち帰ったりしないようお願いします。また、木道から降りて写真を撮ることは

　おやめください。皆様が気持ちよく散策・観察できるようご理解とご協力をお願いします。

■キジバト■アオバト■アオサギ■タンチョウ■クイナ■オジロワシ■ノスリ■コゲラ■オオアカゲラ■アカゲラ■ク

マゲラ■ヤマゲラ■モズ■ハシボソガラス■ハシブトガラス■ハシブトガラ■ヒガラ■シジュウカラ■ヒヨドリ■ウグ

イス■エナガ■エゾムシクイ■センダイムシクイ■シマセンニュウ■コヨシキリ■ゴジュウカラ■キバシリ■ノゴマ■

ノビタキ■コサメビタキ■ニュウナイスズメ■スズメ（9/2 温根内初確認）■ハクセキレイ■ビンズイ■カワラヒワ

■ベニマシコ■シメ■アオジ■オオジュリン

～温根内探勝木道周辺の野鳥～

【スズメ】　留鳥

スズメ科　雀

　「スズメ、ですよね？」

「スズメ、だねえ。」

 　「やっぱり。」

「温根内で初めて見たよ。」

　「え？」

【ノゴマ】　夏鳥

ヒタキ科　野駒

木道の脇から現れて、長い

脚を生かしてチョコチョコ

と歩き回っていました。そ

ろそろ彼らとも来年の春ま

でお別れです。

【ビンズイ】　夏鳥

セキレイ科　便追

地鳴きが聞こえたので注視

していると姿を見せてくれ

ました。これも若鳥なのか、

興味津々でこちらを窺って

いました。

【コサメビタキ（幼鳥）】

夏鳥　ヒタキ科　小鮫鶲

林の中で「チチチチチ…」

と鳴声を響かせて親鳥を呼

んでいました。クリッとし

た目は親譲りで、とても愛

らしいですね。

○温根内探勝木道周辺で観察された鳥（8 月 15 日～ 9 月 14 日）和名は日本鳥類目録第 7 版の順

釧路湿原の夏鳥たちは徐々に南へと旅立っていきます。親鳥と同じくらいの大きさに成長した雛鳥たちの姿が見られる時期も

あとわずか。また、9 月には久しぶりにクマゲラの鳴き声が聞かれました。ビジターセンターでは双眼鏡を無料で貸出してお

ります。お気軽に職員までお申し付けください。

○温根内探勝木道周辺で観察された花（8 月 15 日～ 9 月 14 日）和名は五十音順　* 外来種

■アキカラマツ■アキノウナギツカミ■アメリカセンダングサ * ■イケマ■イチゲフウロ■イヌタデ■イヌトウバナ

■イヌホオズキ■イワアカバナ■ウド■ウメバチソウ■エゾイヌゴマ■エゾイラクサ■エゾオオヤマハコベ■エゾゴ

マナ■エゾシロネ■エゾタチカタバミ■エゾトリカブト■エゾナミキ■エゾノコギリソウ■エゾノレンリソウ■エゾ

ノヨロイグサ■エゾヤマアザミ■エゾリンドウ■オオダイコンソウ■オオバコ■オオバセンキュウ■オオヨモギ■オ

トギリソウ■カタバミ■ガマ■カラハナソウ■カラフトノダイオウ■キクムグラ■キツネノボタン■キツリフネ■キ

ンミズヒキ■クサフジ■クサレダマ■クスダマツメクサ * ■クルマバナ■ゲンノショウコ■コウゾリナ■コガネギク

■ゴキヅル■コタヌキモ■コハコベ■サラシナショウマ■サワギキョウ■シオガマギク■シロザ■シロツメクサ * ■

シロネ■セイヨウタンポポ * ■セイヨウノコギリソウ * ■セリ■タニソバ■チシマアザミ■チドリケマン■ツメクサ

■ツリガネニンジン■ツリフネソウ■トウヌマゼリ■ドクゼリ■トモエソウ■ナガボノシロワレモコウ■ナズナ■ネ

ジバナ■ノブキ■ハッカ■ハナタデ■ハンゴンソウ■ヒメジョオン * ■ヒメスイバ * ■ヒヨドリバナ■ヒロハヒルガ

オ■ヘラバヒメジョオン * ■ホザキシモツケ■ホソバアカバナ■ホソバイラクサ■ホソバノシバナ■ホソバノヨツバ

ムグラ■マツヨイセンノウ * ■ミカヅキグサ■ミズ■ミソガワソウ■ミゾソバ■ミツバフウロ■ミツバベンケイソウ

■ミツモトソウ■ミミコウモリ■ミミナグサ■ムラサキツメクサ * ■メマツヨイグサ * ■モウセンゴケ■ヤブジラミ

■ヤブマメ■ヤマハギ■ヤマハハコ■ヨシ■ヨブスマソウ
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　　　　　　　 ：

開館時間：9：00 ～ 17：00（11 月～ 3 月は 16：00 まで）

休館日：毎週火曜日（12/29 ～ 1/3 は休館）　入館無料
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温根内ビジターセンター  フェイスブック

〇「アイヌ民族の利用した植物を観察しよう」9 月 9 日　参加者：18 名

釧路アイヌ語の会の奥田氏に講師をお願いし、散策コースをアイヌ民族

の利用した植物をたどりながら歩く観察会を今年初めて実施しました。

奥田氏からは木道沿いに見られる植物について、まずアイヌ語での呼び

方に始まり、その意味を深く掘り下げながら解説していただきました。

植物以外にも動物とアイヌとの関わりなどを、民謡も交えながらとても

楽しく聞かせていただきました。散策後も講師の解説をもっと聞きたい！

という声も多数あり、大盛況のうちに会は終了しました。

秋が深まりつつある釧路湿原。青々としていた草や

葉、そして彩り豊かな花の姿が段々と少なくなって

きました。何だかにぎやかな季節が過ぎ去ってし

まったようで寂しい気分にもなりますが、ちょっと

待ってください。温根内にはまだまだ興味深いもの

が見られます！そのひとつは、植物の「実」。どれ

も個性的な形をしてますね。子孫を遠くへ広げる工

夫をしている種もあります。右にクイズを用意した

ので、実と花の関係を結んでみてください。どの実

も今の時期に見られますので探してみましょう！も

ちろん、これ以外にも植物の実はたくさんあります

よ！（クイズの答えは本ページ下部にあります）

☆☆☆☆自然ふれあい行事が開催されました☆☆☆☆

☆☆☆☆　実りの秋　この実なんの実？　☆☆☆☆

○塘路湖エコミュージアムセンター（あるこっと）⇒お申し込み☎ 015-487-3003

♪ムックリ（口琴）を作ろう

　〔日時〕10 月 20 日（土）13：00 ～ 15：00  〔定員〕15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕￥300（材料費）　　　　　  　　　〔場所〕塘路湖エコミュージアムセンター

♪晩秋の湿原 野鳥観察会

　〔日時〕10 月 27 日（土）10：00 ～ 12：00  〔定員〕15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　  　　　　　　　　　　〔場所〕憩の家かや沼 駐車場

～アイヌ民族と植物 展示中～

館内に「アイヌ民族と植物」の小展示

コーナーを設けております。アイヌ民

族にまつわる植物標本のほか、アイヌ

語パズルなどが楽しめます。（釧路ア

イヌ語の会・環境省・環境財団）

☆☆☆☆☆イベントのご案内（10 月）☆☆☆☆☆

〇温根内ビジターセンター　⇒お申し込み☎ 0154-65-2323

♪ザリガニウォッチング 2 ～ニホンザリガニ編～

　〔日時〕10 月 7 日（日）10：00 ～ 12：00     〔定員〕　15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　 　　　　　　　　　　  〔場所〕温根内ビジターセンター

釧路湿原に生息する絶滅危惧種ニホンザリガニの生態を知り、生息環境を観察します。

①　　　　　  ②　　　　　  ③　　　　　  ④

ゴキヅル

①～④の実はどんな花だった？対応する実と花を結んでみよう！

実

花

クイズの答え　①=マムシグサ　②=ツリフネソウ　③=ゴキヅル　④= シナノキ
マムシグサ

（コウライテンナンショウ）

ツリフネソウ シナノキ


